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事務事
業の改
善内容

事務事業 改善内容

H25以降新
規に実施す
る事務事業

事務事業 事業概要

④

③

②

H24実績
7月～ 10月～

補助金を交付することにより市内の社会
教育団体を活性化させた。

文化協会、前熊古典芸能、日
本ボーイスカウト、小中学校ＰＴ
Ａ連絡協議会、郷土史研究会
の団体に対して補助金を交付
することで

5,051 2,089 2,089
維持

5,020 1,789

団体会員人数
（H24のみ交付
する棒の手保存
会を除く）

4,981

人
前年度実績からの増
加。

1,789 1,789

各団体の活動人数を
増やし、活発な活動
を促進する。

5,051人

事業費

評価手段
（いつ、どのような手段を使って）

意図
（対象をどのような状
態にしたいか）

①
文化・文化財補助事
業

市内で活動
している社
会教育関係
団体

成果指標の目標値
設定の根拠

H23予算 H23決算
H24決算の主な内訳

（単位：千円）
4月～

成果指標

維持

文化協会700
前熊古典芸能69
日本ボーイスカウト50
小中学校ＰＴＡ連絡
協議会770
郷土史研究会200
棒の手保存会300

A

H23実績
単
位

1月～ H24目標値 H25予算

運営主体の見直し

事業の廃止の検討

事業を構成する
事務事業

目的

事務事業の
実施結果

成果 事業費（単位：千円） 評価

事業の意図
（対象をどのような状
態にしたいか）

各団体の活動人数を増やし、活発な活動を促進する。
受益者負担額

評価の説明H24予算 H24決算 成果
対象

（だれ、何に
対して）

他事業と統合

国費・県費
一般財源 1,789 1,789 2,089 2,089 1,789 現行どおり実施

事業の改善

地方債

1,789

事業の目的・概要

（目的）
補助金を交付することで、住民団体が行う社会教育のための事業の自主的な運営を支援する。
（概要）
社会教育法第１０条に該当する団体が、社会教育のために行う事業に要する経費に対して補助金を交付する。

他市町の実施状況
（近隣市町や先進都
市の状況等を具体的

に記載）

近隣市町もほぼ同様に実施

事業期間 事業開始年度 - 終了（予定）年度 -

総事業費

事業の対象
（だれ、何に対して）

市内で活動している社会教育関係団体
1,789 1,789 2,089 2,089

総事業費
（単位：千円）

H23予算 H23決算 H24予算 H24決算

評価の見方

う
ち

長久手市行政評価票

事業の名称 担当部署
部 課

教育文化部 生涯学習課

H25予算

文化・文化財補助事業事業番号 105


